
学校報

学校教育目標

ひとすじに うつくしく たくましく

「伝えたいこと」
新しい年を迎え、気持ちも新たに小中学生６６名が学校生活を送っています。最上級生である中学校

３年生は、人生の一大事である高校入試に向けて、日々の勉学に励んでいます。その高校入試には、
「面接」というものがつきものです。自分が入学したい高校の校長先生からの様々な質問に答える中
で、人間性やこれまで頑張って努力してきたことを評価してもらいます。
１月の下旬の小学校全校集会に中３生の２名を招き、模擬面接を行いました。自分がこれまで積み上

げてきたことや志望校に入学したいという決意を、自分の言葉で表出する２名の姿に、小学生は驚いて
いたようでした。前回号で紹介したように、中3生の受検までのカウントダウンカレンダーを小学生も一
人一人作成しましたので、高校入試というものを、遠い将来のことではなく、いずれ自分も通る道なの
だと感じてほしいという思いで企画したのでした。
模擬面接後に、中３生からは、「私は、小学生の時に声を出すことがなかなかできませんでした。中学

校に入学してから声を出すのではなく、小学生のうちから色々なことを意識して実行に移すことが大切
だと今、しみじみ思っています」「中学生になってから勉強の習慣をつけるのは大変です。早い段階で、
毎日の勉強を積み重ねるようにしてください」というアドバイスがありました。人生の一大事を前にして
伝えられたその言葉はとても重く、切実感が感じられました。

小学生の感想を紹介します。

・まず、最初のあいさつからすごい気合いが伝わってきました。声のトーンをずっと上げ続けていたのも
すごいなと感じました。これを、３年後にやるかと思うと不安な気持ちになりましたが、今から言葉のつ
かいかたなどに気をつけていきたいです。

・大きくハキハキとした声で伝えていてすごいなと思いました。３年後に向けて、声を出す練習を今から
したいです。

・声がハキハキしていて礼儀正しかったのですごいと感じました、今の自分のままではできないと思った
ので、声を大きくしたり、自分が思ったことを自分の言葉で伝えたりするなどの習慣をつけたいと考え
ました。校長先生がおっしゃったように、中３になってからではなく、今からやっていきたいです。

・中３の２人の先輩は、大きな声、目線、姿勢など、僕たちが今がんばっていることを正しく発揮していた
ので、 僕も、今、習っていることを大切にしていきたいです。

・大勢の中でも堂々としていたのがすごいなと思いました。中学生になってからではなく、今から、返事
や生活態度を見直していきたいです。

・３年後の受検に向けて、今から、反応や声の大きさに気をつけて生活したいです。
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